
平成30年7月13日

医療法人一陽会　原田病院　看護部

対象者 研修名 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

８/３１(金） ９/２０（木） １０/１８（木） １１/１６（金） １２/１４(金） １/３１(木） ２/　調整中 ３/２８(木）

15：00～17：00 15：00～17：00 14：00～17：00 16：00～17：00 14：00～17：00 15：00～17：00 13:00～17：00 15：00～17：00

注射技術 KYT・倫理 救急蘇生 記録 多重課題
フィジカルアセスメント

①
フィジカルアセスメント

②
もうすぐ先輩

教育担当主任 教育担当主任 救急蘇生指導看 記録委員会 教育担当主任 教育担当主任 外部講師 教育担当主任

目的

正確な注射技術が実施
できる

KYT：臨床における危険
予知能力を伸ばす。
倫理：医療従事者として
倫理感を深め行動する
意識を持つ。

救急蘇生の流れを知
り、実技を習得する

病棟：看護要約の書き
方を理解できる
透析：フォーカスチャー
トを用いた看護記録が
かける

多重課題・時間切迫の
状況下で優先順位を選
択し、基本的な看護技
術が安全に実践できる

例題（患者の症状や経
過）を通して患者の状
態をアセスメントし、次
の対応策や観察点を導
き出すアセスメント能力
を培う。

臨床現場で活かせるフィ
ジカルアセスメントに必要
な基礎知識を学ぶ。

①就職して１年を振り返
り、新人を迎える先輩と
しての準備と心構えに
ついて考える
②同期職員同士コミュ
ニケーションを図り、横
のつながりを深める
◎JNAクリニカルラダー
Ⅱを確実にクリアするた
めには何が必要か考え
る。

目標

今までの注射技術を振
り返り、正確な注射技
術を確認する。

ＫＹＴ：ＫＹＴを通して臨
床での危険を考える事
が出来る。
倫理：
1.各職種の倫理綱領の
内容を理解できる
２．倫理について話し合
うことができる。
３．自己の看護につい
て振り返り、今後に活
かすことができる。

急変時発見～胸骨圧
迫・気管挿管までの流
れを知り、今後に活か
すことができる。
①実技の基本を習得す
る。
②指導者からの修正の
アドバイスを理解でき
る。

病棟：模擬患者に対し
ての看護要約（主に入
院中の経過）が書ける
透析：透析レポートの事
例を通して日々の記録
を振り返り理解をふか
めることが出来る

１．優先順位を考え対
応できる
２．多重課題に対応しな
がら、正確な看護技術
が実施できる
３．複数患者への対応
を考えることができる。
４．必要に応じ他スタッ
フに報告連絡相談がで
きる

客観的な根拠のある身
体情報、患者の訴えや
呈している症状を正しく
アセスメントし、状況を
判断できる。

１．フィジカルアセスメン
トについて理解できる
２．フィジカルアセスメン
トに必要な知識を習得
できる
３．フィジカルアセスメン
トに必要な技術を学ぶ
ことができる
４．症状・徴候からアセ
スメントすることができ
る

１年間を振り返り、自己
の現状を知りJNAクリニ
カルラダーⅡを確実に
クリアできる課題を明確
にできる。

備考

ユニホーム持参 ユニホーム持参 ユニホーム持参 ユニホーム持参
聴診器・ペンライト(持っ
てる人）持参

講　師

【すべての研修に関しての
共通する目標】
自己の課題と対策を見つけ
ることができる。

　　　　　　平成30年度  新人看護職員フォロー研修計画書　

日　程　と　内　容

新卒フォロー研修
（８月～３月）

日　程

時　間

場　所 原田病院　５階　大会議室

内　容


